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あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

遠
賀
町
出
身
で
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
日
本
の
財
政
確
立
に
尽
力
し
た
人
物
が
い
た
こ
と
を
。

そ
の
名
は
、添そ

え
だ田 

壽じ
ゅ
い
ち一
。
老
良
地
区
に
は
、1
9
2
0
（
大
正
９
）
年
に
地
域
住
民
が
建
立
し
た
顕
彰
碑
が
あ
り
、

今
も
な
お
、
壽
一
の
功
績
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

遠
賀
の
偉
人
の
生
涯
を
通
し
て
、
近
代
日
本
の
草
創
期
を
た
ど
り
ま
す
。

※
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
［econom

ist

］：
経
済
問
題
の
専
門
家

●
問
い
合
わ
せ

　情
報
推
進
係
・
社
会
教
育
係

特
集  

遠
賀
の
偉
人

官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
草
分
け

添 

田  
壽 
一

添
田 

壽
一 

胸
像

（
高
村 

光
雲 

作
）
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歳
で
筑
前
国 

早
良
郡 

田
島
村
の
士
族
・

清
水
家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
が
、
２

年
後
に
は
養
子
を
解
消
し
、
故
郷
で
あ

る
老
良
へ
戻
っ
て
い
ま
す
。

国
家
の
た
め
に

尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い

　
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
、
新
三
郎

は
添
田
家
の
家
督
を
長
男
に
継
が
せ
、

壽
一
と
二
人
で
遠
賀
を
離
れ
諸
国
行あ

ん
ぎ
ゃ脚

に
出
ま
し
た
。
大

阪
市
北
区
の
大
阪

天
満
宮
で
は
書
を

求
め
ら
れ「
修
成
」

と
揮
毫
、
現
在
で

も
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
壽
一
は
、
緒お

方が
た 

洪こ
う
あ
ん庵

の
「
適て

き

塾じ
ゅ
く

」（
蘭
学
）
と
並
び
称
さ

れ
た
大
阪
の
私
塾
「
泊は

く
え
ん
し
ょ
い
ん

園
書
院
」（
漢
学

塾
）
で
学
ん
で
い
た
こ
ろ
、
壽
一
の
書

の
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
渡わ

た

邊な
べ 

昇の
ぼ
る 

大
阪

府
知
事
か
ら
「
君
は
書
を
も
っ
て
終
わ

る
も
の
で
は
な
い
。
君
は
正
式
の
教
育

を
受
け
、
国
家
の
た
め
に
尽
く
さ
ね
ば

な
ら
な
い
」
と
誠
意
を
も
っ
て
忠
告
さ

「
神
童
」
と
呼
ば
れ
て

　
壽
一
は
、
父
・
新し

ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
、
母
・
ナ
ミ

子
と
の
間
に
１
８
６
４
（
元
治
元
）
年

８
月
に
島
門
村 
老
良
で
、
添
田
家
８
人

兄
弟
姉
妹
の
５

番
目
の
子
と
し

て
生
ま
れ
ま
し

た
。

　
新
三
郎
は
、

吉
木
村
で
「
萬
屋
」
と
い
う
商
家
を
営

む
門
司
家
か
ら
の
養
子
で
し
た
。
壽
一

の
祖
父
に
あ
た
る
門も

ん
司じ

元も
と
か
た固
と
曾
祖
母

の
嗣つ

ぐ
子こ

は
、
筑
前
鞍
手
の
国
学
者
・
伊い

藤と
う 

常つ
ね
た
り足

の
門
人
と
し
て
、「
岡お

か
の
あ
が
た
し
ゅ
う

縣
集
」

に
和
歌
が
選
ば
れ
る
ほ
ど
の
文
化
人
で

し
た
。
後
に
壽
一
本
人
が
「
私
の
恩
人

は
父
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

学
問
を
た
し
な
む
環
境
で
育
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
江
戸
時
代
の
文
人 

頼ら
い

山さ
ん
陽よ

う
の
書
を

手
本
と
し
て
、
幼
少
期
か
ら
字
を
書
く

の
が
上
手
で
あ
っ
た
た
め
「
神
童
」
と

呼
ば
れ
、
雅
号
（
書
家
な
ど
が
本
名
以

外
に
つ
け
る
風
流
な
別
名
）
を
「
筑つ

く
し紫

山さ
ん
と
う濤
」と
言
い
ま
し
た
。
１
８
７
０（
明

治
３
）
年
、
父
母
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た

京
都
で
、
わ
ず
か
6
歳
の
壽
一
は
、
伏

見
の
宮
家
な
ど
か
ら
揮き
ご
う毫
（
文
字
や
書

画
を
書
く
こ
と
）
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
に
、
京
都
市
中
京
区

の
永
福
寺（
通
称 

蛸
薬
師
堂
）が
あ
り
、

「
薬
師
如
来
」
と

書
か
れ
た
扁へ

ん

額が
く

（
門
戸
や
室
内
な

ど
に
掲
出
さ
れ

る
横
に
長
い
額
）

が
現
在
で
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
京
都
に
は
二
人
の
神
童
が
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
一
人
は
明
治
時

代
に
女
性
解
放
運
動
家
と
し
て
活
躍
し

た 

中な
か

島じ
ま

（
旧
姓
・
岸き

し
田だ

）
俊と

し
子こ

で
、
も

う
一
人
が
壽
一
で
す
。

　
１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
１
月
、
６

「
私
の
恩
人
は
父
で
あ
る
」

永福寺の扁額「薬師如来」

大阪天満宮の扁額「修成」

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
壽
一
は
新
三
郎

と
一
緒
に
大
阪
か
ら
徒
歩
で
東
京
へ
向

か
い
ま
す
。

　
上
京
す
る
と
、
新
三
郎
は
司
法
省
の

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
壽
一
は
老
良
出

身
の
竹た

け
内う

ち 

彌や

え

も

ん

右
衛
門
の
鰹
節
問
屋
に
住

み
込
み
、
店
を
手
伝
い
な
が
ら
東
京
英

語
学
校
へ
入
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
後

に
伊い

藤と
う 

博ひ
ろ

文ぶ
み 

内
閣
で
内
閣
書
記
官
長

に
な
る
鮫さ

め
し
ま島 

武た
け
の
す
け

之
助
か
ら
、
英
語
を
学

び
ま
し
た
。

　
こ
の
当
時
、
他
に
在
籍
し
て
い
た
学

生
は
、
阪さ

か
た
に谷 

芳よ
し
ろ
う郎
（
東
京
大
学
の
同
期

で
後
に
大
蔵
大
臣
）、
箕み

つ
く
り作 

元げ
ん
ぱ
ち八
（
後

に
東
京
帝
国
大
学
教
授
）、
平ひ

ら
ぬ
ま沼 

淑よ
し
ろ
う郎

（
後
に
早
稲
田
大
学
学
長
・
経
済
学
者
）

で
、
彼
ら
と
共
に
英
語
を
学
ん
だ
よ
う

で
す
。

学
友
と
の
誓
い

　
そ
の
後
、
大
学
予
備
門
（
東
京
大
学

へ
進
学
す
る
た
め
の
予
備
教
育
機
関
）

へ
入
り
ま
し
た
が
、
１
８
８
０
（
明
治

13
）
年
、
父
・
新
三
郎
の
大
阪
転
勤
に

伴
い
、
大
阪
専
門
学
校
へ
転
校
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

特集 遠賀の偉人
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◀

３
人
は
江
之
浦
を
再
訪
し
、
こ
の
老
松

の
下
に
碑
を
建
立
。
こ
の
話
は
当
時
、

立
身
出
世
物
語
と
い
わ
れ
、
旧
制
中
学

の
教
科
書
に
「
松
下
の
盟
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
現
代
国
語
読
本
」

大
正
12
年
・
東
京
開
成
館
発
行
）

海
外
で
の
学
び
と
成
長

　
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
７
月
、
東

京
大
学
を
卒
業
後
、
大
蔵
省
主
税
局
へ

入
省
。
そ
し
て
、
元
福
岡
藩
士 

原は
ら  

尚な
お

剛た
け

の
次
女
・
ヒ
デ
子
と
結
婚
し
ま
す
。

こ
の
結
婚
は
、
父
・
新
三
郎
の
弟
・
平へ

い

次じ

郎ろ
う

が
、
ヒ
デ
子
の
母
・
鈴
子
の
実
家

で
あ
る
元
福
岡
藩
士
・
神
山
家
へ
養
子

に
入
っ
て
い
る
こ
と
で
の
縁
談
だ
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
鈴

子
の
妹
・
龍り

ゅ
う

が
、

黒く
ろ

田だ 

長な
が
し
げ成

（
最

後
の
福
岡
藩
主 

黒く
ろ
田だ 

長な
が
知と

も
の
長

男
）
の
乳
母
だ
っ
た
と
い
う
関
係
で
、

大
学
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
た
壽
一

に
、
長
成
と
一
緒
に
留
学
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

　
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
、
東
京
大

学
へ
入
学
す
る
と
同
時
に
、
旧
藩
主
・

黒
田
家
の
貸
費
生
と
な
り
、
黒
田
家
の

学
問
所
に
住
み
込
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
か
ら

政
治
や
哲
学
を
、
田た

尻じ
り 
稲い

な
じ
ろ
う

次
郎
か
ら
経

済
学
を
学
ぶ
中
、
大
学
で
は
「
賄ま

か
な
い
せ
い
ば
つ

征
伐

事
件
」
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
事
件
は

寮
に
寄
宿
す
る
学
生
が
、
そ
の
寮
食
の

内
容
が
粗
末
だ
っ
た
こ
と
か
ら
改
善
要

求
を
起
こ
し
た
事
件
で
、
壽
一
は
、
同

級
生
で
後
に
文
学
士
と
な
る
本ほ

ん

間ま 

六ろ
く
ろ
う郎
と
共
に
退
校
処
分
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
加か

藤と
う 

弘ひ
ろ
ゆ
き之 

東

京
大
学
総
長
の
特
別
な
計
ら
い
に
よ
り

復
学
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
東
京
大
学
時
代
の
学
友
だ
っ
た

阪
谷 

芳
郎
、
坪つ

ぼ
野の 

平へ
い
た
ろ
う

太
郎
（
教
育
者
・

政
治
家
）、
壽
一

の
３
人
は
、
神

奈
川
県
小
田
原

市 

江
之
浦
の
老

松
の
下
で
、「
将

来
、
立
身
出
世
し
た
な
ら
ば
こ
の
地
に

碑
を
建
て
よ
う
」
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
23
年
後
、
１
９
０
７
（
明

治
40
）
年
３
月
、
壽
一
42
歳
の
時
に
、

1882（明治 15）年、壽一から大学の後輩 金
か な

井
い

 
延
のぶる

に送られた壽一の貴重な写真（当時 18 歳）
※遠賀町文化財保護委員 水口 一志さん所有

立
身
出
世
物
語

　
　
　

　
　
　「松
下
の
盟
」

添
田 

新
三
郎

ナ
ミ
子

添
田 

壽
一

ヒ
デ
子

原 

尚
剛

鈴
子

平
次
郎

神
山
家

龍

長
女

長
男

次
女

三
女

四
女

黒
田 

長
成

乳
母
と
し
て

面
倒
を
見
る

神
山
家
へ

養
子
に
入
る

添田家
家系図
（一部）

（
元
福
岡
藩
士
）
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特集 遠賀の偉人

国立国会図書館ウェブサイトより

に
、「
我
国
婦
人
女
子
の
地
位
改
良
を

論
じ
併
せ
て
欧
米
婦
人
女
子
の
状
態
に

論
及
す
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
婦

人
女
子
の
地
位
向
上
を
訴
え
、
次
の
よ

う
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

「
男
女
は
社
会
の
車
の
両
輪
の
よ
う
な

も
の
で
、
片
輪
が
欠
け
た
り
片
方
が
進

ま
な
か
っ
た
り
足
ら
な
か
っ
た
り
す
る

と
車
が
満
足
に
進
ん
で
行
く
こ
と
が
出

来
ま
せ
ぬ
。
ま
た
分
業
上
男
子
に
出
来

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
に
は

婦
人
の
尽
力
が
な
い
と
事
が
欠
け
ま
す
」

　
こ
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
時
代
の

１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
の
春
、「
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
」の
会
長
に
指
名
さ
れ
た
壽
一
は「
日

本
の
農
村
社
会
と
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
イ
ン

卿
が
描
い
た
農
村
社
会
と
の
比
較
」
と

い
う
論
文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年

に
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
雑
誌
「
エ
コ
ノ

ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
か
ら
日
本
の

海
外
特
派
員
に
任
命
さ
れ
、
以
後
30
年

余
り
に
わ
た
っ
て
、
日
本
の
財
政
・
金

融
に
関
す
る
報
告
を
送
り
続
け
ま
し
た
。

再
び
大
蔵
省
へ

　
１
８
８
７
（
明
治
20
）
年
６
月
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
。
東
京
大
学
在
学
中

に
公
私
と
も
に
世
話
に
な
っ
た
田
尻 

稲
次
郎
の
推
薦

で
、
大
蔵
省
に

主
税
官
と
し
て

復
職
し
ま
す
。

１
８
８
９
（
明

治
22
）
年
２
月
に
は
「
収
支
年
度
の
打

ち
切
り
」「
国
庫
金
の
預
金
制
」
な
ど
、

壽
一
が
主
張
し
た
内
容
を
含
む
「
会
計

で
、
壽
一
は
９
月
に
大
蔵
省
よ
り
非
職

の
辞
令
を
受
け
、
長
成
に
随
行
し
て
イ

ギ
リ
ス
に
渡
り
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

で
政
治
経
済
学
を
勉
強
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
は

ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
教
授
、
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
教
授
か
ら

経
済
学
を
学
び
、「
社
会
が
成
長
し
て

い
く
に
は
男
女
が
平
等
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
思
想
を
享
受
し
ま
し

た
。

　
帰
国
後
の
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年

法
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
国
立
銀
行
法
や
農
工
銀
行

法
、
日
本
勧
業
銀
行
法
な
ど
多
く
の
法

律
の
立
案
に
尽
力
。
そ
の
間
、
大
蔵
省

主
税
局
長
、
大
蔵
省
監
督
局
長
、
そ
し

て
大
蔵
次
官
を
歴
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

教
育
に
も
力
を
入
れ
、
日
本
法
律
学
校

（
現
・
日
本
大
学
）
の
創
立
者
の
一
人

と
し
て
携
わ
り
、
経
済
学
の
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
８
９
２（
明
治
25
）
年
に
著
書
「
財

政
通
論
」
で
近
代
製
鉄
の
必
要
性
を
提

唱
し
、
著
書
「
歳
計
論
」「
予
算
論
考
」

で
は
国
家
予
算
編
成
の
指
南
書
を
作
成

し
ま
し
た
。
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年

に
は
、
こ
れ
ま
で
銀
が
主
流
だ
っ
た
貨

幣
を
、
金
に
す
る
制
度
へ
の
移
行
を
主

張
し
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
「
貨

幣
法
」
が
制
定
、「
金
本
位
制
」
へ
の
移

行
に
尽
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
１
８
９
６
（
明

治
29
）
年
に
は
、

「
健
全
な
る
国
民

の
発
育
」
の
観
点
か
ら
工
場
労
働
者
の

保
護
を
目
的
と
し
た
「
工
場
法
」
を
提

唱
し
ま
し
た
。
反
対
す
る
渋し

ぶ
沢さ

わ 

栄え
い
一い

ち
に

　1891（明治 24）年５月、訪日中のロシア帝国皇太子・ニコライが、
滋賀県大津町（現・大津市）で警備にあたっていた警察官・津

つ

田
だ

 三
さん

蔵
ぞう

に、
突然斬りつけられ負傷する事件（大津事件）が起きました。列強の一つで
あるロシアに武力報復されかねない緊迫した状況の中で、政府は、皇族に
対して危害を与えたときと同様に「大逆罪」として、死刑とするよう司法

に働きかけました。しかし、壽一は大蔵官僚の辞
表を懐に一大決心し、大審院院長 児

こ

島
じま

 惟
い

謙
けん

に「法
治国家として順守されなければならない」という
決意で「司法の独立の重要性」を求めました。裁
判で津田は死刑を免れ無期徒刑（収監の翌々月に
死亡）となり、政府内では、ロシアにおもねる態
度をとっていた外務大臣・青

あお

木
き

周
しゅう

蔵
ぞう

と内務大臣・
西
さい

郷
ごう

従
じゅう

道
どう

が、責任を負って辞職しました。この判
決で、裁判所が司法の独立を示したことにより、
三権分立の意識が国民の間に浸透しました。また、
海外でも大きく報じられ、国際的に日本の司法権
に対する信頼を高めることになったのです。

壽一と
大津事件

労
働
者
を
守
る
た
め

　
　

 

　
　渋
沢 

栄
一
を
説
得
　

児島 惟謙
大津事件で政府の干渉を退け、
司法権独立の擁護者として名を
残した。
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こ
の
法
律
の
必
要
性
を
説
き
、
後
に
渋

沢
も
賛
成
に
転
じ
１
９
１
１
（
明
治

44
）
年
法
律
が
成
立
、
１
９
１
６
（
大

正
５
）
年
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

要
職
を
歴
任

鉄
道
院
総
裁
へ

　
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
６
月
、
大

蔵
次
官
に
就
任
し
ま
し
た
が
、
同
年
11

月
に
第
１
次
大
隈
内
閣
崩
壊
と
共
に
辞

任
。
学
習
院
大
学
、
東
京
帝
国
大
学
、

日
本
法
律
学
校
な
ど
で
経
済
学
の
講
義

を
行
い
、
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
３

月
、
34
歳
で
法
学
博
士
号
を
受
け
ま
し

た
。
同
年
６
月
、
台
湾
銀
行
設
立
に
参

加
し
、
初
代
頭
取
に
就
任
。
１
９
０
２

（
明
治
35
）
年
３
月
に
は
、
日
本
の
重

工
業
の
発
展
を
支
え
た
日
本
興
業
銀
行

（
現
・
み
ず
ほ
銀
行
）
の
初
代
総
裁
と

な
り
、
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
の
日

仏
銀
行
設
立
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
ろ
、
日
露
戦
争
後
の
「
桂
・

ハ
リ
マ
ン
覚
書
」
の
立
会
人
と
な
り
、

そ
の
後
南
満
州
鉄
道
建
設
の
資
金
集
め

に
奔
走
。
戦
時
国
債
を
引
き
受
け
た
ア

メ
リ
カ
の
銀
行
家
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
シ
フ

と
懇
意
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
興
業
銀
行
総
裁
を
退
任
後
、

１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
５
月
、
太
平

洋
沿
岸
各
地
を
巡
回
し
ま
す
。
帰
国
後
、

日
本
移
民
協
会
の
副
会
頭
、
１
９
１
５

（
大
正
４
）
年
６
月
に
は
、
井い
の

上う
え 

馨か
お
る

の

勧
誘
で
中
外
商
業
新
報
（
現
・
日
本
経

済
新
聞
社
）
の
社
長
に
な
り
ま
す
。

　
同
年
９
月
、
51
歳
の
時
に
は
第
２
次

大
隈
内
閣
で
鉄
道
院
総
裁
と
な
り
、
懸

案
で
あ
っ
た
鉄
道
の
広
軌
化
を
目
指
し
、

25
箇
年
計
画
で
、
本
州
の
鉄
道
を
広
軌

に
改
造
し
、
軌
道
も
軸
重
20
ト
ン
に
耐

え
る
も
の
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
蔵
省
が
予
算
の
問
題
で

難
色
を
示
し
、
翌
年
に
は
大
隈
内
閣
が
退

陣
し
た
こ
と
で
、
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
お
、
広
軌
化
は
戦
後
に
東
海
道
新

幹
線
建
設
で
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
政
策
の
必
要
性
に
着
目

　
ド
イ
ツ
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
社
会
政

策
学
会
」（
日
本
版
）
に
参
加
し
、
資

本
主
義
の
枠
内
で
社
会
改
良
主
義
を
掲

げ
る
運
動
へ
と
関
心
を
示
し
、「
資
本

と
労
働
の
調
和
の
重
要
性
」
を
説
い
て

い
き
ま
す
。

　
１
９
１
２
（
大
正

元
）
年
、
友
愛
会
（
労

働
者
団
体
）
設
立
へ
関

与
し
同
会
顧
問
に
就

任
、
１
９
１
９
（
大
正

８
）
年
、
渋
沢 

栄
一

や
徳と

く

川が
わ 

家い
え

達さ
と

（
徳
川

宗
家
第
16
代
当
主
）
ら

を
中
心
に
設
立
さ
れ
た

労
使
協
調
の
調
査
機
関

で
あ
る
協
調
会
へ
参

加
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
、
実
業
同

志
会（
政
党
）の
結
成
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
学
問
の
師
で
あ
る
田
尻 

稲
次
郎
や
同

僚
の
阪
谷 
芳
郎
と
は
異
な
り
、
壽
一
は

こ
の
時
す
で
に
社
会
政
策
の
必
要
性
に

着
目
し
て
い
た
の
で
す
。

日
本
国
際
連
盟
協
会
設
立
と

ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
会
議

　
大
正
期
に
入
り
日
米
関
係
が
悪
化
し

　ハリマン事件とは、日露戦争後にアメリカの鉄道王エ
ドワード・ハリマンと首相の桂

かつら

 太
た

郎
ろ う

が交わした南満州鉄
道の共同経営に関する覚書を、日露講和会議から帰って
きた小

こ

村
む ら

 壽
じ ゅ

太
た

郎
ろ う

が猛反発し、破棄した事件。この覚書の
内容は、伊藤 博文、山

や ま

縣
が た

 有
あ り

朋
と も

、井上 馨、渋沢 栄一らも
同意していました。この覚書の仲介・連絡を行ったのが
当時日本興業銀行総裁だった壽一です。覚書を破棄され
たハリマンは激怒。この事件が日米対立の始まりだと考
えている識者は多いといわれ
ています。
　壽一はこの事件をどのよう
に考えていたのでしょうか。
この後、壽一は南満州鉄道の
資金調達に奔走しています。

壽一と
ハリマン
事件

1915（大正４）年
鉄道院総裁時代

国立国会図書館ウェブサイトより

桂 太郎
　西

さ い

園
お ん

寺
じ

公
き ん

望
も ち

と交代で首相を務め
（桂園時代）、日英同盟締結、日露戦
争、日韓併合などを主導した。
　令和元年11月20日に安倍 晋三首
相に抜かれるまで首相通算在任日数
が歴代 1 位だった。 国立国会図書館ウェブサイトより
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特集 遠賀の偉人

国
益
と
世
界
平
和
の
両
立

て
い
く
中
、
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

３
月
、
４
月
に
、
両
国
の
関
係
改
善
の

た
め
、
日
米
有
志
に
よ
る
「
日
米
関
係

委
員
協
議
会
」
や

「
日
米
有
志
協
議

会
」
が
開
催
。
こ

の
会
議
の
日
本
側

メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
渋
沢 

栄
一
や
金か

ね

子こ 

堅け
ん
た
ろ
う

太
郎
（
枢

密
院
顧
問
）、
阪
谷 

芳
郎
、
井い

の
上う

え 
準じ

ゅ
ん

之の

助す
け

（
日
本
銀
行
総
裁
）
ら
と
共
に
壽
一

も
出
席
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
議
会
と
並
行
し
て
平
和
団

体
「
日
本
国
際
連
盟
協
会
」
が
設
立

さ
れ
、
渋
沢 

栄
一
が
会
長
、
阪
谷 

芳

郎
と
添
田 

壽
一
が
副
会
長
に
就
任
し
、

壽
一
は
国
家
の
利
益
を
保
全
す
る
と
同

時
に
世
界
の
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
日
本
と
外
国
の
交
流
に
尽
力

し
ま
し
た
。

１
９
２
１（
大

正
10
）
年
11

月
の
ワ
シ
ン

ト
ン
海
軍
軍

縮
会
議
で
は
、
渋
沢 

栄
一
の
求
め
に

よ
り
同
行
し
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出

席
、
事
前
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
９
月
、
61

歳
で
貴
族
院
議
員
に
勅
選
（
国
家
に
勲

労
あ
る
、
ま
た
は
学
識
あ
る
30
歳
以
上

の
男
子
の
中
か
ら
、
内
閣
の
推
薦
に
よ

り
天
皇
が
任
命
）
さ
れ
ま
し
た
。

「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

追
悼
文

　
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
７
月
、
壽

一
は
64
歳
の
生
涯
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

　
日
本
特
派
員
と
し
て
レ
ポ
ー
ト
を
報

告
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
経
済
誌
「
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
は
、
次

の
追
悼
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
の
度
、
王
立
経
済
学
会
海
外
通

信
局
の
最
も
古
い
会
員
の
一
人
で
あ
る

添
田 

壽
一
博
士
の
御
逝
去
を
、
深
甚

な
る
哀
悼
の
意
を
こ
め
て
皆
さ
ま
に
ご

報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。
同
会
の
発
足
直

後
、
添
田
氏
は
日
本
通
信
員
に
指
名
さ

れ
、
最
初
の
記
事
を
１
８
９
３
年
の
会

報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
今

日
ま
で
、
添
田
氏
は
日
本
に
於
け
る
財

政
や
、
経
済
学
の
進
歩
に
関
す
る
貴
重

な
論
文
を
、
大
変
な
規
則
正
し
さ
と
誠

意
を
も
っ
て
送
り
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
添
田
氏
の
論
文
記
事
に
み
ら
れ
る

謙
虚
さ
と
そ
の
魅
力
は
、
長
年
に
わ
た

る
、
そ
の
親
し
み
や
す
く
優
美
な
る
筆

跡
に
よ
る
ほ
か
に
添
田
氏
を
知
る
こ
と

が
不
可
能
で
あ
っ
た
、
同
会
報
出
版
局

の
同
僚
た
ち
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
ま

す
」（
Ｊ
．
Ｍ
．
ケ
イ
ン
ズ
）

　
壽
一
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
を
確
立
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者
Ｊ
．
Ｍ
．
ケ

イ
ン
ズ
が
追
悼
文
を
書
い
た
、
唯
一
の

日
本
人
で
し
た
。

　1902（明治 35）年、遠賀郡から上京してくる
学生のため、東京市小石川区（現・東京都文京区）
に「東筑学舎」を建設し、人材育成に尽力しまし
た。また、壽一の出身である老良地区の学生には、
教科書やノート、鉛筆などを無料で支給、老良尋
常小学校が火災で使えなくなった時には、資金を
援助して学校を再興させました。
　老良地区では、毎年５月３日（憲法記念日）に
開催している「添田壽一記念碑祭典」で、参加し
た子どもたちに文房具（現在は図書カード）をプ
レゼントしており、壽一の思いは今も地元で受け
継がれています。

壽一と
故郷遠賀

　壽一は大蔵官僚時代、「近代的財政制度」を整え
「日本資本主義の父」といわれた渋沢 栄一を側近
として支えています。
　壽一と渋沢を結びつけたきっか
けは何だったのでしょう？その秘
密は大学で壽一の同期だった阪谷 
芳郎にありました。阪谷は、渋沢
の次女・琴子と結婚していますが、
その縁で、壽一を渋沢へ紹介した
ようです。渋沢と阪谷と壽一は、これをきっかけ
に日本の平和的発展のため「日米関係委員協議会」

「日米有志協議会」「日本国際連盟協会」などでも
共に尽力していくこと
になるのです。

壽一と
日本資本主義の父
         　渋沢栄一

阪谷 芳郎
国立国会図書館
ウェブサイトより

渋沢 栄一
　株式会社組織による企業
の創設 ･ 育成に力を入れ

「道徳経済合一説」を説き
続け、生涯に約 500 もの
企業に関わったといわれて
いる。令和 6 年度から新 1
万円紙幣の顔となる。

渋沢栄一記念館所蔵
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　平
成
26
年
、
老
良
区
で
は
添
田 

壽
一

生
誕
1
5
0
周
年
記
念
祭
典
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
時
に
中
心
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
た
髙
崎 

公
世
さ
ん
に
話
を
聞

い
た
。

「
毎
年
５
月
に
記
念
碑
祭
典
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
私
が
老
良
区

長
を
し
て
い
た
と
き
が
1
5
0
周
年
と

い
う
巡
り
合
わ
せ
に
な
り
ま
し
た
。
節
目

の
年
な
の
で
、
盛
大
に
や
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
準
備
の
た
め
に
過
去
の
資
料

な
ど
を
調
べ
て
い
く
と
、
ま
す
ま
す
壽
一

さ
ん
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
ね
」

　髙
崎
さ
ん
の
祖
父
は
添
田 

壽
一
と
交

流
が
あ
り
、
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て

い
た
そ
う
。
髙
崎
さ
ん
の
家
に
は
壽
一

直
筆
の
手
紙
や
掛
け
軸
、
当
時
の
記
録

な
ど
が
残
る
。

「
老
良
尋
常
小
学
校
が
火
災
に
あ
っ
た
時

に
は
、
多
額
の
見
舞
金
を
送
っ
て
く
れ

老
良
区
民
の
誇
り  

こ
の
思
い
は

次
の
世
代
に
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い

髙
たか

 崎
さき

  公
きみ

 世
よ

 さん

元・老良区長。添田 壽一生誕150周年記念祭典の開催に尽力。添田 壽一と祖父
が手紙で交流していた縁で、自宅には壽一の書などが今も大事に保管されている。

壽一直筆の掛け軸などを見せてくれた妻の祥子さん ( 写真
右 ) は「壽一さんがすごいのは、みんなを思いやる気持ち
を常に持っていたことだと思います」と語ってくれた。

壽
一と
私

Interview

た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
東
京
へ
行
っ
て

時
間
が
経
っ
て
か
ら
も
、
生
ま
れ
育
っ

た
老
良
を
気
に
か
け
、
子
ど
も
た
ち
が

教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
を
し

て
く
れ
た
。
壽
一
さ
ん
は
老
良
区
民
の

誇
り
で
す
。
こ
の
思
い
は
、
次
の
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
も
引
き
継
い
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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特集 遠賀の偉人

　郷
土
の
偉
人
を
掘
り
起
こ
し
光
を
当

て
続
け
る
、
遠
賀
町
文
化
財
保
護
委
員

の
水
口 

一
志
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
私
は
国
学
者 

伊
藤 

常
足
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
常
足
の
門
人
の
中
に
、
壽

一
さ
ん
の
祖
父
や
曾
祖
母
が
い
た
こ
と

か
ら
、
遠
賀
町
出
身
の
壽
一
さ
ん
に
た

ど
り
着
き
、
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
調

べ
て
み
る
と
、
す
ご
い
こ
と
を
し
た
人

だ
と
。
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
掘
り

下
げ
て
、
多
く
の
人
に
壽
一
さ
ん
の
生

涯
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
近
代

日
本
の
財
政
を
確
立
す
る
と
い
う
計
り

知
れ
な
い
功
績
が
あ
る
の
で
す
か
ら
」

　壽
一
は
渋
沢 

栄
一
と
共
に
銀
行
法

の
制
定
な
ど
に
携
わ
り
、
お
金
を
貸
し

会
社
を
起
こ
す
と
い
う
銀
行
の
基
礎
を

作
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
イ
ギ
リ
ス
で
経
済
学
を
学
び
、
大
蔵
省

で
活
躍
。
ま
さ
に
官
庁
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
草
分
け
的
な
存
在
で
し
ょ
う
。
製
鉄

お
ご
ら
ず  

庶
民
の
目
線
を
忘
れ
ず

人
間
味
が
あ
る  

そ
こ
が
魅
力

所
の
設
立
や
女
性
の
権
利
に
つ
い
て
も

早
い
段
階
で
唱
え
て
お
り
、
先
見
の
明

が
あ
り
ま
す
よ
ね
」

　水
口
さ
ん
は
、
壽
一
の
魅
力
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

「
功
績
を
見
れ
ば
、
国
を
動
か
す
大
き
な

仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
決
し
て
上
か

ら
目
線
で
は
な
く
庶
民
の
目
線
を
忘
れ

ず
に
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
学
生
寮

の
食
事
の
改
善
を
要
求
し
た
賄
征
伐
事

件
は
、
み
ん
な
の
た
め
に
一
肌
脱
ぐ
と

い
う
壽
一
さ
ん
の
性
格
を
表
し
た
話
だ

と
感
じ
ま
し
た
ね
」

　も
っ
と
壽
一
の
思
い
に
触
れ
る
た
め
、

次
の
展
開
を
考
え
て
い
る
。

「
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た

評
論
家
・
思
想
家
の
徳と

く

富と
み 

蘇そ

峰ほ
う

宛
て

に
、
壽
一
さ
ん
か
ら
25
通
も
の
書
簡
が

送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
最
近
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
の
書
簡
を
解
読
し
、
今
後
公

開
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

壽
一と
私

水
みず

 口
ぐち

  一
ひと

 志
し

 さん

遠賀町と中間市で文化財保護委員を務める。旧遠賀郡を中心に郷土史を研究し、
高崎 節子や添田 壽一など、郷土の偉人再発見に注力。

In
te

rv
ie

w
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添
田 

壽
一
を
知
る

　遠
賀
町
に
は
添
田 
壽
一
の
功
績
を
称
え
る
顕
彰
碑
や
、
実
際
に
着
用
し
て
い
た

大
礼
服
・
儀
礼
刀
、
直
筆
の
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　 東筑学舎の食堂に掲げられていた扁額
「学且勤」と書かれたこの額は、壽一が東京の大学で
学ぶ遠賀郡出身の学生のために、明治 35（1902）年、
私財を投じて東京市小石川区（現・東京都文京区）に
建設した「東筑学宿」の食堂に掲げられていたもの。
書には「青雲の志を抱いて励め」という思いが込めら
れており、ここで学んだ元寮生の中からは政治家や俳
優も誕生したといわれている。学舎の取り壊しに伴い、
平成 26 年に遠賀町へ寄贈された。

［遠賀町所有：遠賀町中央公民館 学習室 展示］

 　生誕址跡
老良区の壽一生誕の地に建立され
ている［老良区・私有地］

  老良尋常小学校
  記念塔
老良小学校跡地（老良
公民館敷地）に建つ記
念碑。地方教育に尽力
した業績が刻まれてい
る。［老良区］

　 大礼服・大礼帽・儀礼刀
鉄道院総裁に就任した時に着用。関
東大震災や第２次世界大戦の戦火を
免れ、子孫により保管されていた。

［遠賀町所有］

添田 壽一博士 顕彰碑
老良地区で毎年５月３日に
顕彰碑が建つ公園で祭典が
行われている。平成 26 年に
は生誕 150 周年を盛大に祝
うため、関東や北海道からも
親族約 30 人が集まった。［老
良区］

　 添田 壽一ブロンズ胸像
高村光雲作のブロンズ胸像。壽一
の子孫が保管していたが、老良区
で壽一が今も尊敬され、祭典の開
催や遺品の数々を適切に保管して
いることなどに感銘を受け、老良
区に寄贈された。［老良区所有］

　 直筆の手紙
壽一から送られた手紙［個人所有］

まなびかつつとむ

添
田 

壽
一
を
知
る

　遠
賀
町
に
は
添
田 
壽
一
の
功
績
を
称
え
る
顕
彰
碑
や
、
実
際
に
着
用
し
て
い
た

大
礼
服
・
儀
礼
刀
、
直
筆
の
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　 東筑学舎の食堂に掲げられていた扁額
「学且勤」と書かれたこの額は、壽一が東京の大学で
学ぶ遠賀郡出身の学生のために、明治 35（1902）年、
私財を投じて東京市小石川区（現・東京都文京区）に
建設した「東筑学宿」の食堂に掲げられていたもの。
書には「青雲の志を抱いて励め」という思いが込めら
れており、ここで学んだ元寮生の中からは政治家や俳
優も誕生したといわれている。学舎の取り壊しに伴い、
平成 26 年に遠賀町へ寄贈された。

［遠賀町所有：遠賀町中央公民館 学習室 展示］

 　生誕址跡
老良区の壽一生誕の地に建立され
ている［老良区・私有地］

  老良尋常小学校
  記念塔
老良小学校跡地（老良
公民館敷地）に建つ記
念碑。地方教育に尽力
した業績が刻まれてい
る。［老良区］

　 大礼服・大礼帽・儀礼刀
鉄道院総裁に就任した時に着用。関
東大震災や第２次世界大戦の戦火を
免れ、子孫により保管されていた。

［遠賀町所有］

添田 壽一博士 顕彰碑
老良地区で毎年５月３日に
顕彰碑が建つ公園で祭典が
行われている。平成 26 年に
は生誕 150 周年を盛大に祝
うため、関東や北海道からも
親族約 30 人が集まった。［老
良区］

▼

▼
　 添田 壽一ブロンズ胸像
高村光雲作のブロンズ胸像。壽一
の子孫が保管していたが、老良区
で壽一が今も尊敬され、祭典の開
催や遺品の数々を適切に保管して
いることなどに感銘を受け、老良
区に寄贈された。［老良区所有］

▼

▼

▼

　 直筆の手紙
壽一から送られた手紙［個人所有］
▼

▼
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こ
れ
は
、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に

発
行
さ
れ
た
「
添
田
壽
一
君
小
伝
」（
葊
渡

四
郎
・
実
業
同
志
会
）
に
書
か
れ
た
一
節

で
す
。

　
ま
た
、
１
９
１
２
（
大
正
元
）
年
に
発

行
さ
れ
た
「
現
代
実
業
家
立
身
伝
」（
氷
川 

隠
士
・
磯
部
甲
陽
堂
）
に
は
、
壽
一
の
仕

事
ぶ
り
を
伺
う
こ
と
の
で
き
る
一
節
が
あ

り
「
自
己
の
仕
事
に
対
し
て
は
即
行
主
義

で
片
っ
端
か
ら
仕
事
を
片
付
け
、
ど
の
よ

う
な
困
難
な
事
で
も
遣
れ
る
だ
け
は
遣
っ

て
み
る
と
い
う
流
儀
で
『
見
込
み
が
な
い

と
言
っ
て
も
遣
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
遣
っ
て

見
な
け
れ
ば
解
ら
ぬ
で
は
な
い
か
』と
語
っ

て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
自
ら
を
顧
み
る
こ
と
よ
り
も
、
み
ん
な

の
た
め
、
世
の
中
の
た
め
に
尽
く
し
て
き

た
添
田 

壽
一
。
誇
り
高
き
そ
の
思
い
は
、

こ
れ
か
ら
も
遠
賀
町
で
語
り
継
が
れ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
語
り
継
ぐ

　
　
　
　
　遠
賀
の
誇
り

「
終
始
一
貫 

何
な
り
と
も 

人
の
為
め 

世
の
為
め
に
尽つ

く

し
た
い
と
の
一     

念
よ
り
、
毀き

よ
ほ
う
へ
ん

誉
褒
貶
を
顧
み
ず 

表
面
に
名
を
出
さ
ず 

寧む
し
ろ
裏
面
に

在
り
て 

最
善
の
努
力
を
惜
し
ま
れ
な
い
の
が 

君
の
一
生
の
記
録
で
あ

る
。
奉
仕
・
犠
牲
・
愛
他
・
献
身
が 

其
志
望
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば 

寧
ろ
己
れ
よ
り
は
人
を
先
き
に
し 

権
利
よ
り
は
義
務
を
重
ん
ず
る
人

で
あ
る
」

※
ほ
め
た
り
け
な
し
た
り
す
る
世
間
の
評
判
の
こ
と

　
世
間
の
評
判
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
の
た
と
え

※

添田 壽一博士顕彰碑のある公園では、春は桜が咲き誇る
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第25回 遠賀町健康・福祉まつり

健康でみんなが住みよいまちづくり

　10月20日にふれあいの里で、「第25回 遠賀町健康・福祉ま
つり」が開催されました。このまつりは健康と福祉に対する意
識を高め、住みよいまちづくりを推進することを目的として
います。施設入所者や保育園児たちによるダンスや、遠賀手
話の会による手話歌が披露され、健康チェックが無料で受け
られるコーナーなどもあり、多くの来場者で賑わいました。
　高齢者体験を行った小学生は「自動販売機を見ても、近づ
いてよく見ないと何のジュースかわからず、大変だった」と
教えてくれました。健康と福祉に関して改めて考える、貴重
な経験になったようです。

答申書を受け取る古野町長（写真左）と協議会の濵田 竜一 会長

　国民健康保険（以下「国保」）制度は、医療費の増加や被
保険者数の減少により、厳しい運営状況となっています。
健全な財政運営を目指すため、古野修町長から諮問を受
け、関係機関の代表者ら９人から構成される「遠賀町国民
健康保険運営協議会」が協議を重ねてきました。
　今回、その協議結果を取りまとめ、11月１日に町長へ
答申書が提出されました。税率改正や一般会計から国保
会計に繰り入れている法定外繰入の解消について、目標
年度などを示したものになっています。

　10月26日に福富多目的グラウンド（広島県東広島市）で、第
23回 西日本親善小学生ソフトボール選手権大会が開催され、
遠賀ソフトボールクラブが出場しました。予選は１勝１敗で、
決勝トーナメントへの進出は逃しましたが、日ごろの練習成
果を発揮し全力でプレー。浅木小学校６年生でキャプテンの
髙﨑 彩嘉さん（写真上段右）は「チームの目標である大会に出
場し、１勝することができました。応援してくれた多くの人
に感謝したいです」と語ってくれました。クラブは毎週火・水・
金曜日に浅木小学校グラウンドで練習していて、メンバー募
集中。興味がある人は、ぜひ見学に行ってみてください。

遠賀町国民健康保険運営協議会 答申書提出

国保財政の健全化に向けて
第23回 西日本親善小学生ソフトボール選手権大会

多くの応援に感謝
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広渡小学校 地域安全マップづくり

危険な場所、分かるかな？

　11月１日に広渡小学校の４年生が、「地域安全マッ
プづくり」を行いました。
　街頭犯罪の多くは「誰もが入りやすく」、「誰からも
見えにくい」場所で起きています。そのため、児童た
ちには「入りやすく、見えにくい」場所を見つける力
を身に付けさせ、危険な場所には近づかず、警戒す
ることを教える必要があります。
　まず児童は、広渡校区見守り隊や広小防犯ネット
ワーク、福岡県警察本部、九州国際大学法学部３年
生で防犯・防災について学んでいる皆さんと一緒に
フィールドワークを行い、校区内の危険な場所を見
つけました。その後、実際に見つけた場所を地図に
落とし込み「地域安全マップ」を作成。
　参加した槙 慶人さん（広渡小学校４年）は「人から見
えない、犯罪が起きそうな場所があることが分かり
ました。今後は初めて通る道でも周りを見て、危な
い場所に気付くことができそうです。大学生の皆さ
んが話し合いを上手に進めてくれて、班の中で話を
まとめることもできました。どういう場所が危険な
のかが分かったので、良かったです」と話してくれま
した。

　11月13日に遠賀町食育交流・防災センターで、遠賀町
女性防火・防災クラブの皆さんが非常食調理訓練を行い、
ポリ袋で米を炊く方法や、体の保温対策にもなる「すいと
ん」の作り方などを学びました。被災したとき、調理器具
が少ない、水が使えない
などの状況でも、慌てる
ことなく調理できるよう
に、手順を確認しながら
皆さん真剣に取り組んで
いました。

　11月１日から３日にかけて遠賀町中央公民館で、第44回
遠賀町文化祭が開催され、町内のサークルなどが芸術・文
化作品を披露しました。大ホールでは民謡や踊り、歌など
の発表が行われ、多くの観客が見守る中、出演者は日頃の
練習の成果を大いに発揮していました。また、パステル画
や書道、絵手紙などさまざまな作品も展示され、間近で文
化に触れる良い機会となったようです。

遠賀町女性防火・防災クラブ  非常食調理訓練

ポリ袋で非常食
第44回 遠賀町文化祭

年に一度  芸術と文化の祭典
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遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

W
hat's in Onga?

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

■遠賀町起業支援施設PIPIT

☎ 093（293）2616

遠賀町公式
ホームページ

各種申請書
様式集

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

スタッフ全員が宅地建物取引士の資格を持ち、売却まで一括サポートいたします。

吉田住建 ☎２８３－２０４２ 岡垣町海老津駅前１２－８　『http://yoshida-jyuuken.com』

どうぞお気軽にご相談下さい(*^^*)

〇査定無料　　　〇不動産なんでも相談無料　　　〇買取りの相談
〇室内外の片づけ、清掃　　　〇古家の解体相談　　　など…

家・土地を売りたいとお考えなら、
地元岡垣で開業４０年の吉田住建におまかせ下さい！

株式会社オリジン都市開発
福岡県知事(１)第１７８０７号 (公社)福岡県宅地建物取引業協会会員

遠賀町遠賀川２丁目４番１０－１０６号

皆様の安心・幸せ・笑顔を第一に全力でサポート💪💪💪💪
街の身近な相談員❕お気軽にお問い合わせください！

（遠賀川駅から徒歩３分）

TEL:093-291-2261

令
和
２
年
度 

町
内
保
育
園 

園
児
募
集

　
町
内
保
育
園
の
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
入
園
希
望
者
は
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

　
令
和
２
年
１
月
６
日（
月
）

　
～
31
日（
金
）

●
定
員

　
▽
遠
賀
川
保
育
園
　
1
4
0
人

　
▽
南
部
保
育
園
　
1
4
0
人

　
▽
山
び
こ
保
育
園
　
1
4
0
人

※
各
保
育
園
の
定
員
を
超
え
る
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
入
園
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

健
康
こ
ど
も
課
窓
口
に
用
意
し
て

い
る
書
類（
遠
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
え

て
健
康
こ
ど
も
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
１
月
１
日
時
点
で
遠
賀

町
に
住
民
票
が
な
か
っ
た
人
は
、

前
住
所
地
の「
平
成
31
年
度
所
得

課
税
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

※
入
所
で
き
る
基
準
は
、
健
康
こ
ど

も
課
窓
口
ま
た
は
遠
賀
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
係

す
く
す
く（
乳
児
）ひ
ろ
ば

●
日
時
　
12
月
17
日（
火
）

［
受
付
］９
時
30
分
～
10
時
30
分

●
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
町
内
在
住
の
生
後
２
カ
月

～
１
歳
未
満
の
乳
児
と
そ
の
家
族

●
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談
、
栄
養
相
談

●
費
用
　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

こ
と
ば
と
心
の
相
談

●
日
時
　
令
和
２
年
１
月
10
日（
金
）

　
９
時
～
12
時

※
1
組
30
分
程
度
で
す
。

●
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
と
そ
の
家
族

●
内
容
　
臨
床
心
理
士
に
よ
る
言
葉

や
心
の
発
達
相
談

●
定
員
　
６
組（
先
着
順
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係

プ
レ
パ
パ
マ
マ
教
室

（
両
親
学
級
）

●
日
時
　
令
和
２
年
１
月
19
日（
日
）

　
９
時
45
分
～
12
時

［
受
付
］９
時
35
分
～
９
時
45
分

●
場
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象

　
町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
家
族

●
内
容

沐
浴
実
習
、

赤
ち
ゃ
ん
と

の
生
活
・
妊

娠
中
の
食
生

活
の
話
、
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど

●
定
員
　
12
組（
先
着
順
）

●
費
用
　
無
料

●
持
っ
て
く
る
も
の
　

母
子
健
康
手
帳

●
申
込
期
限
　
１
月
９
日（
木
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
健
康
対
策
係
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遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

遠賀町ホームページ

http://www.town.onga.lg.jp

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

W
hat's in Onga?

■遠賀町役場

☎ 093（293）1234
℻ 093（293）0806

■遠賀町中央公民館

☎ 093（293）1355
℻ 093（293）5533

■駅前サービスセンター

☎ 093（293）8233
℻ 093（293）8234

■遠賀コミュニティーセンター

☎ 093（293）6525
℻ 093（293）7057

■遠賀体育センター

☎ 093（293）5434

■遠賀町立図書館

☎ 093（293）9090
℻ 093（293）9091

■ふれあいの里センター

☎ 093（293）2030
℻ 093（293）8506

■遠賀町消費生活相談窓口

☎ 093（293）7783

■遠賀町起業支援施設PIPIT

☎ 093（293）2616

遠賀町公式
ホームページ

各種申請書
様式集

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

スタッフ全員が宅地建物取引士の資格を持ち、売却まで一括サポートいたします。

吉田住建 ☎２８３－２０４２ 岡垣町海老津駅前１２－８　『http://yoshida-jyuuken.com』

どうぞお気軽にご相談下さい(*^^*)

〇査定無料　　　〇不動産なんでも相談無料　　　〇買取りの相談
〇室内外の片づけ、清掃　　　〇古家の解体相談　　　など…

家・土地を売りたいとお考えなら、
地元岡垣で開業４０年の吉田住建におまかせ下さい！

株式会社オリジン都市開発
福岡県知事(１)第１７８０７号 (公社)福岡県宅地建物取引業協会会員

遠賀町遠賀川２丁目４番１０－１０６号

皆様の安心・幸せ・笑顔を第一に全力でサポート💪💪💪💪
街の身近な相談員❕お気軽にお問い合わせください！

（遠賀川駅から徒歩３分）

TEL:093-291-2261

職
業
訓
練
生 

募
集 

（
障
が
い
の
あ
る
人
）

　
令
和
２
年
度
の
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

●
訓
練
期
間
　
１
年
間

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の
み
２
年
間

●
応
募
資
格
　
身
体
障
が
い
、
精
神

障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
発
達
障

が
い
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
、
難

病
な
ど
の
あ
る
人（
手
帳
の
有
無

を
問
い
ま
せ
ん
）

●
募
集
科
目
　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科 

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科 

③
商
業

デ
ザ
イ
ン
科 

④
Ｏ
Ａ
事
務
科 

⑤ 

建
築
設
計
科 

⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス

科（
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科 

音
声
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
） 

⑦
総
合
実
務
科

●
募
集
定
員
　
各
20
人

※
⑥
の
み
30
人（
う
ち
５
人
は
音
声

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）　

●
申
込
方
法
　
福
岡
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
、ま
た
は
お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　

令
和
２
年
１
月
23
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
９
３（
７
４
１
）５
４
３
１

福
岡
県

公
衆
衛
生
医
師 

募
集

　
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
な
ど
で
保

健
・
医
療
・
介
護
施
策
の
企
画
立
案

に
携
わ
る
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
数
　
３
人

●
選
考
方
法

　
面
接
試
験
、
小
論
文
評
定
な
ど

●
申
込
期
限
　
12
月
27
日（
金
）

※
応
募
要
件
な
ど
詳
し
い
内
容
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県 

保
健
医
療
介
護
総
務
課 

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
２
３
７

放
送
大
学 

入
学
生 

募
集

　
放
送
大
学
は
４
月
入
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
10
代
～
90
代
の
幅
広

い
世
代
、
約
9
万
人
の
学
生
が
大
学

を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
申
込
期
限

　
▽
第
１
回
　
２
月
29
日（
土
）

　
▽
第
２
回
　
３
月
17
日（
火
）

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

▽
放
送
大
学 

福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２（
５
８
５
）３
０
３
３

▽
放
送
大
学 

北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト

　
ス
ペ
ー
ス

　
☎
０
９
３（
６
４
５
）３
２
０
１
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個人の町・県民税（住民税）
基 準 日　１月１日

　１月１日時点で町内に住所があれば、遠賀町に１年分
の税金を納める必要があります。
　例えば令和２年１月１日時点で町内に住所があれば、
１月２日以降に町外へ転出または死亡しても、令和２年
度の税金は遠賀町に納めることになります。
※納税通知書などは６月中旬発送予定

固定資産税
基 準 日　１月１日

　１月１日時点で町内に固定資産を所有していれば、遠
賀町に１年分の税金を納める必要があります。
　例えば令和２年１月２日以降に名義変更しても、令和
２年度の税金は基準日時点の所有者に課税されます。
※納税通知書などは５月中旬発送予定

軽自動車税
基 準 日　４月１日

　４月１日時点で軽自動車や原付バイクなどを所有して
いれば、遠賀町に１年分の税金を納める必要があります。
　例えば令和２年４月２日以降に廃車または名義変更し
ても、令和２年度の税金は基準日時点の所有者に課税さ
れます。また、普通自動車税と違い、月割での返金はあ
りません。
※納税通知書などは５月上旬発送予定

　　　金の基準日（賦課期日）に

■ 問い合わせ　課税係

　個人の町・県民税（住民税）や固定資産税、軽自動車税
には、課税される基準日（賦課期日）があります。基準日
の翌日以降に納税義務者が死亡した場合は、その相続人
などが税金を納めることになりますので、ご理解をお願
いします。また、税目により納付回数は異なります。

ご留意ください税



※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

12
月
11
日
～
31
日

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
飲
酒
運
転
は
犯
罪

で
す
。
飲
酒
運
転
は

「
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い
、許
さ
な
い
」

そ
し
て「
見
逃
さ
な
い
、
運
転
す
る

人
に
酒
を
す
す
め
な
い
」こ
と
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。
運
転
者
は
子
ど
も

や
高
齢
者
に
対
す
る
思
い
や
り
の
あ

る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行

者
は
横
断
歩
道
が
近
く
に
あ
る
場
所

で
は
、横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
▽
福
岡
県
警
察 

折
尾
警
察
署

　
　
☎
０
９
３（
６
９
１
）０
１
１
０

▽
交
通
事
故
を
な
く
す
福
岡
県
県

民
運
動
本
部

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
１
６
７

冬
休
み

地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

　
▽
12
月
26
日（
木
） 

19
時
～
20
時

　
▽
令
和
２
年
１
月
７
日（
火
）

　
　
19
時
～
20
時

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

●
集
合
場
所
　
遠
賀
町
役
場 

玄
関
前

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
係

国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
額
証
明
書

　
所
得
税
の
確
定
申
告
に
必
要
な
国

民
健
康
保
険
税
納
付
額
証
明
書
を
、

令
和
２
年
１
月
20
日（
月
）に
発
送
し

ま
す
。
年
末
調
整
な
ど
で
早
め
に
必

要
な
人
は
、
無
料
で
発
行
で
き
ま
す

の
で
、
税
務
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

▽
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▽
委
任
状（
代
理
人
が
窓
口
に
来

る
場
合
の
み
必
要
）

※
代
理
人
が
同
じ
世
帯
の
人
の
場
合
、

委
任
状
は
不
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
納
税
係

ス

ポ

ー

ツ

▽
優
勝
　 

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

▽
準
優
勝
　
ぺ
っ
た
ん
こ

▽
第
３
位
　
ア
ス
タ
ー
ズ

　
　
　
　
　
M
o
n
d
a
y
's

第
28
回

走
力
記
録
大
会 

結
果

　
10
月
20
日
に
遠
賀
総
合
運
動
公
園

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
1
位
の
み

記
載
・
敬
称
略
）

［
男
子
の
部
］

▽
50
ｍ

　
幼
児
年
中
　
門
司 

啓
希

　
幼
児
年
長
　
城 

遙
斗

▽
80
ｍ

　
小
学
1
年
生
　
川
本 

光
明

　
小
学
2
年
生
　
杉
山 

智
樹
　

　
小
学
3
年
生
　
池
田 

虎
太
郎

▽
1
0
0
m

　
小
学
4
年
生
　
田
中 

法
史

　
小
学
5
年
生
　
川
本 

広
樹
　

　
小
学
6
年
生
　
近
藤 

典
汰

▽
走
り
幅
跳
び

　
小
学
1
年
生
　
川
本 

光
明

　
小
学
2
年
生
　
杉
山 

智
樹
　

　
小
学
3
年
生
　
有
田 

斗
気

　
小
学
4
年
生
　
大
弓 

真
輝

　
小
学
5
年
生
　
川
本 

広
樹
　

　
小
学
6
年
生
　
河
野 

雄
翔

▽
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
近
藤 
典
汰
、
河
野 

雄
翔
、

　
白
石 
義
人
、
門
司 

悠
矢

第
37
回 

遠
賀
町
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

結
果

　
10
月
14
日

に
遠
賀
体
育

セ
ン
タ
ー

で
、
50
人
が

参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

▽
優
勝
　
遠
賀
北

第
36
回

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

結
果

　
11
月
10
日
に
遠
賀
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
９
チ
ー
ム
46
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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 年末年始の歯科
 休日急患診療のお知らせ
　受診する人は、事前に電話でお問い合わせください。

●診療時間　10時～ 17時
●日時・場所・問い合わせ

▷12月30日（月）………吉武歯科医院（水巻町梅ノ木団地）
　　　　　　　　　  　☎０９３（２０２）６４８０
▷12月31日（火）………水巻歯科診療所（水巻町頃末南）
　　　　　　　　　  　☎０９３（２０３）２５００
▷１月１日（水・祝）……日高里史歯科医院（中間市小田ヶ浦）
　　　　　　　　　  　☎０９３（ 2 ４４）９０５５
▷１月２日（木）…………はたぶ歯科医院（中間市長津）
　　　　　　　　　  　☎０９３（ 2 ４５）０４２０
▷１月３日（金）…………森山歯科医院（岡垣町中央台）
　　　　　　　　　  　☎０９３（ 2 ８２）０１６６



※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

有
料
広
告
欄

有
料
広
告
欄

※有料広告の内容は、直接広告主にお問い合わせください。

［
女
子
の
部
］

▽
50
ｍ

　
幼
児
年
中
　
千
葉 

柑
奈
　

　
幼
児
年
長
　
千
葉 

咲
空
　

▽
80
ｍ

　
小
学
1
年
生
　
大
弓 

菜
々
美
　

　
小
学
2
年
生
　
執
行 
美
宇
　

　
　
　
　
　
　
　
財
前 
咲
那

　
小
学
3
年
生
　
添
田 

希
帆

▽
1
0
0
m

　
小
学
4
年
生
　
佐
藤 

な
つ

　
小
学
5
年
生
　
常
慶 

心
海
　

　
小
学
6
年
生
　
有
田 

京

▽
走
り
幅
跳
び

　
小
学
1
年
生
　
水
田 

明
香
里
　

　
小
学
2
年
生
　
執
行 

美
宇
　

　
小
学
3
年
生
　
添
田 

希
帆
　

　
小
学
4
年
生
　
佐
藤 

な
つ
　

　
小
学
5
年
生
　
常
慶 

心
海
　

　
小
学
6
年
生
　
有
田 

京

第
68
回 

遠
賀
郡
駅
伝
大
会

出
場
者
募
集

●
日
時
　
令
和
２
年
２
月
２
日（
日
） 

　
９
時
～

［
受
付
］８
時
10
分
～
８
時
30
分

※
荒
天
時
は
２
月
11
日（
火
・
祝
）に

延
期
し
ま
す
。

●
場
所
　
芦
屋
海
浜
公
園
内
周
回

コ
ー
ス（
芦
屋
町
大
字
芦
屋
）

●
対
象
・
チ
ー
ム
編
成

▽
小
学
生
の
部

・
男
女
共
に
１
区
２
㎞
×
５
区

・
遠
賀
郡
内
の
小
学
校
ま
た
は
郡

内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
に

在
籍
し
て
い
る
小
学
3
年
生
以

上
の
児
童
で
、
男
女
別
に
学
校

ま
た
は
ク
ラ
ブ
単
位
で
チ
ー
ム

編
成

▽
中
学
生
の
部

・
女
子
は
１
区
２
㎞
×
５
区

・
男
子
は
１
区
３
㎞
×
５
区

・
遠
賀
郡
内
の
中
学
校
に
在
籍
し

て
い
る
生
徒
で
、
男
女
別
に
学

校
単
位
で
チ
ー
ム
編
成（
１
校

３
チ
ー
ム
ま
で
）

▽
一
般
男
子
の
部

・
１
区
３
㎞
×
５
区

・
遠
賀
郡
内
に
居
住
す
る
高
校
生

以
上
の
人
で
、
町
単
位
で
チ
ー

ム
編
成（
１
町
３
チ
ー
ム
ま
で
）

※
い
ず
れ
も
１
チ
ー
ム
５
人
で
編
成

し
て
く
だ
さ
い
。

※
他
の
団
体
と
合
同
で
出
場
す
る
場

合
は
オ
ー
プ
ン
参
加
と
し
ま
す
。

●
費
用
　
無
料

●
申
込
方
法

遠
賀
町
体
育
協
会
に
用
意
し
て
い

る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
令
和
２
年
１
月
10
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

遠
賀
町
体
育
協
会（
遠
賀
体
育
セ

ン
タ
ー
内
）

▽
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
佐
藤 

な
つ
、
岩
田 

凜
美
、

　
元
木 

朝
也
佳
、
有
田 

京

第
44
回 

岡
垣
町
少
年
剣
道
大
会

第
37
回 

吉
田
杯
争
奪
戦 

結
果

　
11
月
４
日
に
岡
垣
町
民
武
道
館

（
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
南
）で
、
16

チ
ー
ム
1
7
2
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。（
町
内
者
の
み
・
敬

称
略
）

［
個
人
戦
］

▽
小
学
4
年
生
の
部

　
第
3
位
　
松
尾 

優
冶

犯罪・不審者・火災・救急件数
令和元年10月分

街頭犯罪
　（忍込み）
　（自転車盗）
　 （車上ねらい）

不審者情報

3 件
1 件
1 件
1 件

1 件

火災
（郡内）

0 件
0 件

救急
（郡内）

105件
445件

火災案内
☎０１８０（９９９）９９８
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遠賀総合
運動公園NEWS

申し込み・問い合わせ　遠賀コミュニティーセンター

https://www.onga-park.jp
☎０９３（２９３）６５２５

スポーツ・文化・レクリエーション

おしゃれな「しめ縄」づくり
　自分で作ったおしゃれ
な「しめ縄」で、新年を
迎えませんか。
●日時　12月22日（日）
　　　　10:30～12:00
●費用　1,500円
●持ってくるもの
　はさみ、エプロン
●定員　10人程度（先着順）
●申込方法
遠賀コミュニティーセンターまで、事前にお
申し込みください。

各種教室のご案内
　フラダンスやヨガ、ピラティスなどの教室が
あります。詳しい内容は、遠賀総合運動公園ホー
ムページ、またはコミュニ
ティーセンター受付でご確
認ください。

　どの教室も無料で１回体
験できますので、希望する
人は事前にご連絡ください。 遠賀総合運動公園



●問い合わせ　環境衛生係

環 境 衛 生だより

http://webopac-library.town.onga.fukuoka.jp

みんないきいき働いています！
遠賀町男女共同参画推進企業

　企業として男女共同参画の取り組みを進めると、優
秀な人材の確保や社員のやる気アップ、業務の効率化
につながると言われています。遠賀町での登録企業は、
現在17社となりました。その中から（株）福祉人の取
り組みをご紹介します。

私たちこんな取り組みしています
【企業名】（株）福祉人
【事業内容】サービス業（介護・障がい・飲食など）
【従業員】140人（うち女性115人）　

　男女や上下の差をなく
し、ひとつの事業をチー
ムとして行っています。
また、就業規則策定委員
会を発足し、女性の能力
が最大限発揮できるよう
支援しています。

魚介類や健康食品の　　　　　　
送りつけ商法に注意しましょう！

Q．突然、カニなどの魚介類を扱う遠方の業者から電話が
かかってきた。必要ないので断ったが、代金引換で送
られてきた。代金を支払わなくてはいけないか。

Ａ．断わったのに一方的に商品が送りつけられて来ても、
支払義務はなく、受け取る必要もありません。頼んだ
覚えのない商品は受け取りを拒否し、家族に確認した
い場合は受け取りを保留し、支払いには応じないよう
にしましょう。勧誘されても必要がなければ、「いり
ません」とはっきり断りましょう。「いいです」や「結
構です」と言うと、契約に応じたという意味に取られ
やすいので要注意です。購入に同意した場合でも、要
件がそろえばクーリングオフできることがあります。

■ 相談・問い合わせ　
遠賀町消費生活相談窓口（駅前サービスセンター）
☎０９３（２９３）７

なくそうなやみ

７８３
［午前］９：00〜 12：00
［午後］13：00〜 16：30
※土・日曜日、祝日、年末・年始は除きます。

　
家
電
の
捨
て
方
、
ご
存
知
で
す
か
？

　
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
・
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
は
、
家

庭
ご
み
と
し
て
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、
消
費
者

が
費
用
を
負
担
し
て
再
利
用
・
再
資

源
化
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
該
当
の
家
電
製
品
は
、

正
し
い
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

●
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る

家
電
製
品
の
処
分
方
法

　
左
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
不
用
品
回
収
業
者
に
渡
さ
な
い
で

　
最
近
よ
く
見
か
け
る
不
用
品
回
収

業
者
は
、
廃
棄
物
処
分
業
の
許
可
を

受
け
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、
回
収
さ

れ
た
家
電
製
品
は
、
海
外
へ
違
法
に
輸

出
さ
れ
る
場
合
や
、
必
要
な
部
分
だ

け
が
取
り
出
さ
れ
、
残
り
は
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
業
者
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

違
法
に
処
分
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で

す
。
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
適

切
に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

家電リサイクル法対象家電製品の処分フローチャート

購入した販売店に引き取り
をお願いしてください。

新しく購入する販売店に
引き取りをお願いしてください。

［自己搬入する場合］
事前に郵便局で家電リサイクル券を購入した上
で、指定引き取り場所へ搬入してください。
●指定引き取り場所　
　西日本家電リサイクル株式会社

　（北九州市若松区響町）
　☎０９３（７５２）２４２４

［収集運搬業者に依頼する場合］
収集地区を確認の上、次の収集運搬業者に引き取りを依頼してください。
※収集運搬料金の金額は収集運搬業者へお問い合わせください。
●北部地区（ＪＲ線路より北側の地区）　トモミタス㈱（岡垣町中央台）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９３（２８２）０１１８
●南部地区（ＪＲ線路より南側の地区）　㈱総英サービス（遠賀町大字尾崎）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９３（２９３）３３８９

※家電リサイクル料金と収集運搬料金（自己搬入を除く）などが必要です。

いいえ

いいえ

はい

はい

買い換えますか？

処分する家電製品を購入した
販売店は、近くにありますか？

推進企業の登録は随時募集中♪
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あなたにとっては不要になった本
でも、欲しい人がいるかもしれませ
ん。「本と雑誌のリサイクル」を活用
してみませんか。

まほり
著者 ▶ 高田 大介　（KADOKAWA）

　社会学を専攻する大
学生の勝山 裕は、上
州に蛇の目紋を書いた
紙がいたるところに貼
られている村があると
聞き、昔なじみの香織
と調査を始めるが…。

ブラックシープ・キーパー
著者 ▶ 柿本 みづほ　（角川春樹事務所）

　孤独で冷酷な殺し屋
と、純真な“魂”が出
会ったら？映画『レオ
ン』と『ブレードラン
ナー』へのオマージュ
を込めた、近未来の札
幌を舞台に描く。

極上の罠をあなたに
著者 ▶ 深木 章子　（KADOKAWA）

　背徳の町で繰り広げ
られる悪事の数々。悪
知恵を働かす悪徳人に
するりと近づく便利屋
は、政治家、葬儀屋、
医師、捜査一課の刑事
を華麗に知力で騙す。

愚か者の身分
著者 ▶ 西尾 潤　（徳間書店）

　言葉巧みに相手の個
人情報を引き出すこと
がマモルの仕事。ある
日上司からタクヤと距
離を置くように指示さ
れるが、タクヤの部屋
には大量の血痕が…。

遠賀町立図書館

十
月
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
の
蜜

せ
わ
し
く
吸
い
お
り
カ
ラ
ス
揚
羽
は

関
口 

キ
ミ

今
日
も
又
暑
く
な
る
ら
し
朝
早
く

竹
林
に
向
き
深
呼
吸
す
る

上
野 

淑
子

友
達
は
逝
き
て
我
そ
ば
愛
犬
の

「
く
ろ
」
一
匹
と
老
人
語
る

髙
﨑 

佳
子

お
ん
が
短
歌
会
詠
草

奥 

睦
美
選

支
え
あ
う
人
・
団
体
が
集
ま
り
て

福
祉
ま
つ
り
の
ふ
れ
あ
い
の
里田

島 

壽
生

つ
ま
ず
き
て
転
べ
ば
空
の
い
わ
し
雲

秋コ
ス

桜モ
ス

笑
う
遠
賀
路
の
午
後

築
城 

せ
つ
子

人
間
は
水
枯
れ
た
れ
ば
雨
乞
い
を
し

水
溢
れ
て
は
被
害
を
の
ろ
う

宮
川 

益
子

崗
短
歌
会
詠
草

植
村 

隆
雄
選

木
の
実
降
る
縄
文
の
こ
ゑ
な
り
し
か
な

芦
賀 

恵
子

そ
れ
ぞ
れ
に
戻
る
家
あ
り
星
月
夜

広
渡 

豊
子

曖
昧
な
記
憶
増
え
た
り
虫
の
闇松

本 

筍
弥

遠
賀
俳
友
句
会
抄

池
田 

幸
利
選

碧
雲
や
稲
葉
に
銀
の
露
の
玉

花
田 

京
次

鋤
き
終
へ
し
里
の
段
畑
柿
熟
る
る

生
野 

八
代
子

十
八
と
カ
ー
ブ
の
標
記
山
紅
葉

上
谷 

恵
美
子

遠
賀
青
葉
句
会
抄

岸
原 

清
行
選

俳
句
・
短
歌

Power Push　図書館スタッフの

Events　図書館イベント情報New　新着本案内

Your 
Library
遠賀町立図書館だより

イチオシ

　政治・経済・文学やノンフィクション、
科学書まで、平成の 31 年間に刊行された
名著の数々。三人の著者が、自分に近い分
野の本を紹介。

本棚から読む平成史
著者 ▶ 岡ノ谷 一夫・梯 久美子・牧原 出　（河出書房新社）
編者 ▶ 読売新聞社文化部

ココがオモシロイ！
　平成時代を 10 年ごとに 3 つの時代に分
け、選ばれた 50 冊の本。一冊ごとにメモ
と解説が書かれている。特に小説類は、読
むときに出版年を気にかけないが、時代背
景の説明を読みながら自分を振り返り、年
代ごとに並んでいる本棚から読みたい本、
読み漏れている本を選ぶのは楽しい。

（二十日兎）

リサイクル用の本を募集

本と雑誌のリサイクル
　図書館で入れ替えとなった本や雑誌、
持ち込まれた図書をお譲りします。一人
10冊まで。なくな
り次第終了です。
●日時　

1月10日（金）～
15日（水）

　読み終えた本をお持ちください。詳し
くは館内のポスターをご覧ください。
●日時　12月28日（土）まで

おはなし会（幼児～小学校低学年向け）

おはなし会０・１・２（赤ちゃん向け）

●日時　毎週土曜日　14:30 ～ 15:00

●日時　12月18日（水）　11:00 ～ 11:30

絵本の読み聞かせや手遊びをします
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　11月16日に駅前サービスセンター駐車場で、遠賀川
駅前イルミネーション点灯式（遠賀町商工会主催）が開
催されました。会場ではジャズ演奏やふるまい酒が行わ
れ、多くの家族連れなどでにぎわいました。点灯開始の
17時30分には、来場者みんなでカウントダウン。「３、
２、１、０～！」の大きな掛け声の後、駅前を彩るLED
電球が一斉に点灯し、会場からは大きな歓声が。商工会
や遠賀高校の生徒たちが彩った美しい駅前イルミネー
ションは１月15日まで。皆さん、ぜひご覧ください。
（点灯時間17時～０時）

お誕生日おめでとう！
これからもお兄ちゃんと仲良
く過ごしてね！

藤
井
湊
太
郎 

ち
ゃ
ん

藤
井
湊
太
郎 

ち
ゃ
ん

平
成
28
年
11
月
26
日
生（
鬼
津
）

平
成
28
年
11
月
26
日
生（
鬼
津
）

ふ
じ
い

ふ
じ
い

そ
う
た
ろ
う
　
　

そ
う
た
ろ
う
　
　

チャナ♪1歳のお誕生日おめ
でとう♥大好きなお兄ちゃん
と一緒に元気にいっぱい遊ぼ
うね★

塩
月

　奏翔 

ち
ゃ
ん

塩
月

　奏翔 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
11
月
24
日
生（
鬼
津
）

平
成
30
年
11
月
24
日
生（
鬼
津
）

し
お
つ
き

し
お
つ
き

か
な
と

か
な
と

１歳おめでとう♥いつもまわ
りを明るく笑顔にしてくれて
ありがとう！兄妹仲良く元気
に成長してね！

花
田

　明里 

ち
ゃ
ん

花
田

　明里 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
12
月
1
日
生（
別
府
）

平
成
30
年
12
月
1
日
生（
別
府
）

は
な
だ

は
な
だ

あ
か
り

あ
か
り

か
な
で

か
な
で

１歳のお誕生日おめでとう♥
えいとの笑顔が皆大好きだよ♥
お兄ちゃんお姉ちゃんと仲良
く元気に育ってね★

白
濵

　瑛大 

ち
ゃ
ん

し
ら
は
ま

え
い
とか

な
で

か
な
で

１歳のお誕生日おめでとう♥
食べるのが大好きなこうじゅ
くん♪たくさん食べて大きく
なってね★

三
原

　光珠 

ち
ゃ
ん

平
成
30
年
12
月
8
日
生（
今
古
賀
）

み
は
ら

こ
う
じ
ゅ

平
成
30
年
12
月
3
日
生（
松
の
本
）

20広報おんが　2019.12.10

駅前を包む  癒やしの灯

　11月16日に駅前サービスセンター駐車場で、遠賀川
駅前イルミネーション点灯式（遠賀町商工会主催）が開
催されました。会場ではジャズ演奏やふるまい酒が行わ
れ、多くの家族連れなどでにぎわいました。点灯開始の
17時30分には、来場者みんなでカウントダウン。「３、
２、１、０～！」の大きな掛け声の後、駅前を彩るLED
電球が一斉に点灯し、会場からは大きな歓声が。商工会
や遠賀高校の生徒たちが彩った美しい駅前イルミネー
ションは１月15日まで。皆さん、ぜひご覧ください。
（点灯時間17時～０時）

遠賀川駅前イルミネーション点灯式

編集・発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513番地
　　　　　　遠賀町役場 住民課 情報推進係　☎093（293）1234

Happy 
Birthday

３歳までの誕生日のお子さ
んの写真を募集中。掲載を
希望する人は、メールで広
報発行日の１カ月前までに
情報推進係 広報担当まで。
詳しくは遠賀町ホームページ
をご覧ください。

編 

集 

後 

記

　今
回
の
特
集
で
は
、
調
べ
れ
ば
調

べ
る
ほ
ど
添
田 

壽
一
さ
ん
の
魅
力

に
心
惹
か
れ
、
書
き
た
い
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
し
ま
い
、
頭
を
悩
ま

せ
ま
し
た
。
自
分
よ
り
相
手
の
た
め

に
、
世
の
中
の
た
め
に
尽
く
す
。
そ

の
精
神
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
遠

賀
の
偉
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
語
り

継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
年
も
取
材
先
で
、
多
く
の
方
々

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

も「
広
報
お
ん
が
」を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
良
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
。
　
　
　

 （
半
田
）

おたんじょうびおめでとう


